
第２号様式 

登 録 団 体 概 要 書    （2024 年 1 月作成） 

（ ふ り が な ） 
団  体  名 

(とくていひえいりかつどうほうじん みらいいっせい) 
特定非営利活動法人 未来 ISSEY 

代表者職・氏名 代表理事 吉田 ゆかり 

主たる事務所の

所 在 地 
〒763-0003 
香川県丸亀市葭町 17 

連 絡 先 等 
電 話 0877-35-8115 ＦＡＸ  
ｅ‐mail miraissey@gmail.com 

ホームページ https://www.miraissey.com 
法人設立年月 2020 年 10 月 正会員数     12 人 

活動目的 

（定款に記載さ

れた目的） 

病気を抱える子ども(以下、「子ども」とする。)と子どもの家族(以
下、「家族」とする。)等に対して、精神的、社会的に孤立させない

為の継続的な支援、またその啓発や普及を行うことを目的とする。 

主たる活動分野 保健、医療又は福祉 
子どもの健全育成 

活 
 

動 
 

状 
 

況 

主な活動 
子どもや家族を孤立させないための活動 
子どもや家族を取り巻く環境の理解を深める情報発信活動 
子どもや家族に役立つ商品の販売活動 

活動地域 香川県全域、全国 

活動頻度 月曜~木曜 9:00~16:30 

過 去 の 
事業実績 

1 病弱児・きょうだい児の遊び・学習支援を行う学生ボランティア

「グッドブラザー」の育成・派遣 
2 交流支援ロボットの病弱児への貸出 
3 家族向けピアサポート・相談交流事業（みらいキューブの運営） 
4 映像、絵本制作等事業 
5 進学・就職等自立支援事業（スクール・スキルマルシェ事業） 
6 講演・広報活動（レモネードスタンド含む） 

今後の活動方針 
上記 1~6 の活動の継続と充実 
5 の事業の拡大 
きょうだい児支援事業の充実 

県民へのＰＲ 

小児慢性特定疾患を抱える子どもさんは県下で 800 人を超え、長期

入院や治療・療養のために日々頑張っております。スタッフも元経

験者である未来 ISSEY は子どもさんとご家族に寄り添い、悩みや

困りごとについて解決できるよう支援しております。この活動にご

理解をいただき、広く県民の皆様のお力添えをいただきますようお

願いいたします。 
（注１）団体登録された場合、この概要書は、寄附を検討する県民への資料として、公開されます。 
（注２）枠内に記入できない場合は、枠を広げて記入ください。Ａ４版であれば、複数枚になっても結構です。 



第３号様式 

活 動 状 況 報 告 書    （2024年1月作成） 

団体名 特定非営利活動法人 未来ISSEY 

登録要件 登録要件に関する団体の活動状況等 

広く県民を対

象とするＮＰ

Ｏ活動を行っ

ていること 

県内の小児慢性特定疾患を抱える子どもの数は 800 を超える。その方々

の約 9 割が、現在当団体が支援活動で伺っている四国こどもとおとなの

医療センターと香川大学医学部付属病院を受診されている。従って子ど

もとご家族が当団体の支援活動を利用しやすい状況となっている 

また、ボランティアとして登録している高校生・大学生・専門学校生は

医療・看護・心理・福祉・教育等を学ぶ、または将来学びたい80名余り

である。当団体は彼らの登録に際して 2 回の研修会を行う。この中で彼

らの将来に必要となる人間関係構築力・コミュニケーション力を経験す

る環境を提供している。 

また企画実施しているイベントや講演は、当事者対象のものだけでなく

病気を抱える子どもと家族の問題の啓発を目的としたものが多い。そこ

に楽しんで来ていただきながら一般県民の方々に活動の必要性を感じて

いただけている。 

より公益性の

高いＮＰＯ活

動を行ってい

ること 

・設立から約 4 年、治療中・療養中の子どもたちの支援はもちろん、き

ょうだい児・介護を行うご家族への支援も含めて医療・教育・福祉・行

政とのつながりや信頼が強くなってきた。また治療後の就労・介護中の

就労のきっかけを作る事業にも力を注いでいる。そこに一般企業が加わ

り今後県内に広く発展が期待できる。 

・当法人の HP、SNS は、病弱児とご家族の困りごとに役立つ内容だけで

なく、これから未来 ISSEY につながることでボランティアをしたい、寄

付したい、イベントに参加したいという県民の方に向けても、必要な情

報がわかりやすい内容になっている。 

・病弱児とご家族の苦しみや社会的課題を一般の方にご理解いただき、

解決に向けてご協力いただけるようショートムービーの制作・上映・講

演活動・レモネードスタンド事業を続けている。 

活発なＮＰＯ

活動を継続的

に行い、当該

活動に発展性

及び模範性が

あること 

1 病弱児・きょうだい児の遊び・学習支援【週 2回】 

 学生ボランティア「グッドブラザーの病棟への派遣 無償で遊びの交

流や学習支援を行う(状況によりオンラインに変更) 

2 交流支援ロボットの病弱児への貸出【随時】 

 授業、部活、コンクール、卒業式への参加 

3 家族向けピアサポート・相談交流事業【随時】 

みらいキューブの運営【毎週月～木、金月 1 回、土日交流随時】 

4 映像、絵本制作等事業【年間 1本程度】 

5 進学・就職等自立支援事業（マイスタースクール・スキルマルシェ事

業）【週１～２回程度】 

6 講演・広報活動【随時】 

レモネードスタンド含む【月 1 回程度】 

7 病弱児の家族・ボランティア・一般協賛向け HP 運営、SNS 発信【公開

中】 

（注１）この報告書は、団体の活動内容が登録要件を満たしているかを審査するための資料として用い、また、
団体登録された場合、寄附を検討する県民への資料として、公開されます。 

（注２）枠内に記入できない場合は、枠を広げて記入ください。Ａ４版であれば、複数枚になっても結構です。 
（注３）活動の状況等が分かる資料等があれば添付ください。 


